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ら 12 世紀初頭、フランス西部ではどこにも≪ servi≫と呼ぶべき者はいなかっ
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たのは確かである。これはドリル博士（Léopold Victor Delisle、1826-1910 年）
が著書『ノルマンディーの農民階級の地位に関する研究』（Études sur la 
















ギリスには 1086 年の≪ Domesday Book≫という財務調査書があり、1066 年
のノルマンのイギリス征服後の人々のさまざまな地位の割合についてかなり
正確な資料を提供している。この文書では個人または家庭 283,242 のうち、
≪ servi≫は個人または家庭 25,156 とされており、調査対象の 9％に相当する。
反対に調査対象の 67％にあたる個人または家庭 191,080 は、≪ Villani≫であ
り、古典荘園の自由民である（≪ Villani≫は個人または家庭 108,456、≪
Bordarii≫（領地民）は同じく 82,624）。1066 年にはおそらく≪ servi≫の数
はイギリスよりもノルマンディーのほうが少なかった。それから 1世紀経っ
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転じ、その後 13 世紀以降、パリ地方でも≪ serfs≫の解放は起きなかった。





































となった。こうした変化によって同時代にイギリス・マナーの≪ tenant en 
vilainage≫（自由農民）とフランスの領主留保地を耕作する義務を負った≪
serfs≫が同じような地位に置かれるに至ったのはどのような経路をたどった







I、482-565 年：在位 527-565 年）のローマ法が再生し、農民の地位にも影響
した。註釈学派以降、≪ servus≫（奴隷）という語のローマ時代の意味には
注意が向けられた。さらに≪ servi terrae≫（土地奴隷）という表現はテオド
シウス法典（438 年）になく、テオドシウス 2世（Théodose II、401-450 年；
在位 408-450 年）とヴァレンティニウス３世（Valentinien III、419-455 年；在
位 424-455 年）の法律に見られるだけであるが、ユスティニアヌス法典（XI．
51）には挿入されており、これは 12 世紀にイルネリウス（Irnerius、1050 頃
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en vilainage≫（農民土地保有）を≪ tenure en copyhold≫（謄本土地保有）と
呼んで存続させ、マナーに付属し、古くから行われた留保地の賦役との関係
を失った。
③　第三期（16 世紀 -18 世紀）
　上記の通り、イギリスでは 16 世紀に中世の≪ servage≫（農奴階級）の残





























は≪ servage≫になるか≪ non servage≫を選ぶかといった二者選択の自由は







































































































































































（２） 　原注：本書 159 頁参照（訳注：前記（4）家臣の本分（devoirs）、義務（obligations）
の警護賦役を参照）。


















































































































































































































































































































































ない。1649 年４月７日（慶安２年２月 26 日）のお触書（命令）で将軍徳川


























　17 世紀前半には農民は悲惨な状態に置かれ、その間 1616 年（元和 4年）、























































































































り、農民階級を現実の服従状態に置くのはようやく 14 世紀と 15 世紀のこと
である。しかし当時、イギリス、フランスと同じ理由から、少し遅れてでは
あるが、日本の農民は自らを解放するあたらしい手段をすぐに見つけた。
67 － 抄訳：ジュオン＝デ＝ロングレイ著「日仏英の中世社会と法制度」（3）（小梁）
− 314 −
　中世の日本の農民の状況とイギリス、フランスの農民の状況全体を比較す
ると、日本の農民は、領主制度がそれほど抑圧的ではなかったという利点を
享受したと言えよう。日本でもイギリス、フランス型の≪ servage≫の制度が、
社会的または経済的な事情が重なって生じたことはあった。武士階級は農民
の提供する食糧以上に増加し、農民は閉鎖的な農業経済社会で武士の支配を
逃れることはできなかったのである。これら二つの事情は徳川時代に存在し
たが、当時もこれを≪ servage≫（農奴）と呼ぶのは誤りである。このこと
は農民が地方で収奪に遭い、自由を奪われたのは、≪ servage≫の制度の存
否に関係ないということである。法律上の定義にかかわらず、自由が拘束さ
れた者のことを一様に≪ servage≫と呼びたくなる。しかし自由の概念は技
術的、可変的である。自由には法的自由、政治的自由、経済的自由、社会的
自由がある。他にも多くの自由があり、まだ決定的な自由の基準は存在しな
い。実は行為の自由などないにもかかわらず自分を自由と思う者もいる。平
均よりもずっと自由なのに、さらに自由を渇望する者もいる。自由に酔い痴
れた時代もあれば、自由に飽き、あたらしい拘束の鎖を用意しようとするこ
ともある。世界と人間の永遠の熱狂の歴史がこの証拠である。
 第三回　了
